
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「高浜１号うごかすな！緊急集会」  

 ７月２３日、「最古の老朽原発・高浜１

号うごかすな！緊急集会」が関電本社

前で開かれた。関電は運転開始から４８

年となる最古の高浜１号機を７月２８日

に再稼働しようとしている。緊急の抗議

行動として行われ、３８０人以上の市民

が参加して開かれた。主催者挨拶に続

き、高浜、美浜などの地元から闘いの報

告が行われた。集会決議の後、関電本

社前から西梅田公園に移動し、梅田タ

ーミナルまでのデモ行進が行われた。 

 ７月２８日の「高浜１号機前集会」 

 7 月 28 日、高浜原発１号の前での「最

古の老朽原発動かすな！」集会が開か

れた。大阪、兵庫、京都などからの抗議

団が参加、関電に対する抗議行動を行

った。高浜１号機は１２年半動いていな

Ｎｏ.２９６      ２０２３年８月６日 

脱原発・放射能汚染を考える北摂の会 
noborun2@amail.plala.or.jp 

 

  脱脱原原発発・・放放射射能能汚汚染染をを考考ええるる  

 関西電力は、６月に突然、「使用済 MOX 燃料を再処理実験のためにフランスに持ち出す計画」を「中間貯蔵への

搬出」と同等との詭弁で再稼働を実行した。政府は関電の発表の翌日には現地に担当者を派遣し、それを「承認」し

福井県に理解を求めた。関西電力は、高浜１号機を７月２８日に再稼働し、９月１５日には高浜２号機を再稼働しよう

としている。高浜町は２１年２月に、福井県は４月に再稼働に同意しているが、「県外への使用済核燃料の搬出」の約

束は守られていない。福井県は国に対して「４項目」の質問を提出して回答を求めている。 

関西電力の原発高浜１号機の再稼働に抗議する 
高浜１号機は即時停止し、２号機の再稼働は止めろ！

 経済産業省は、脱炭素や電力の安定
供給を進めるための制度として、「長期
脱炭素電源オークション」制度を来年１
月から導入する。 
 大規模発電所をつくる際に、最大２０
年にわたって収入を保証するもので、応
募した会社のなかから選ぶ。支援に必
要な資金は、電気の小売会社などを通
じて、電気代を支払う消費者が負担し、
制度を支える仕組みである。 
 「脱炭素電源」との名称ではあるが、大
手電力会社の要求に合わせて、LNG
火力発電、原発発電も含まれた。 
 
 そして今度は既設原発の再稼働も 
 立法時には支援対象は、新設と建替
えであったが、今回、経産省は支援の
対象として既存の原発の再稼働につい
ても加える検討を始めた。 

 東電福島原発事故後の新規制基準を
満たすため、耐震・津波や過酷事故な
どの安全対策費が巨額になっており、こ
れらの費用を確実に回収できるようにし

い、建設以来４８年の「最老朽原発」で

ある。何か故障が起こっても当たり前で

はあるが、原発ではそれが致命的に事

故につながる危険がある。 

 福井県知事は稼働を中止させるべきだ 

 福井県議会、福井県知事、そして立

地自治体は「フランスへの搬出」につい

てはどこも承認していない。あまりにも一

方的なこの対応は現地住民を愚弄する

ものととらえられている。福井県は「国に

４項目の質問」を提出し、中間貯蔵施

設への搬出の確実な実行の約束、青

森再処理工場の進展状況、計画通り進

まない時の対応策などについての具体

的内容を確認中である。 

 その回答もないのに再稼働の強行で

ある。福井県知事は、約束違反のこの

再稼働を即時に中止させるべきである。 

うにして再稼働を促すねらいだ。 
 大手電力会社の原発再稼働の為の
設備費用を、再生可能エネルギーを中
心に運営する「小電力会社」と、それと
契約し支援する電力消費者からも一律
に支払わせることは許せない。 
 すでに発電単価は太陽光発電や風
力発電の方が、原発を下回っている。 
それに対して送電線の容量を理由に太
陽光発電を停止させたり、今回は再生
可能エネルギーの電気代に原発の設
備代金を組み込むなど極めて悪質な大
電力会社優遇策である。 
 
 原発は安全性でも経済性でも破綻 
 原発は 1 基建てるのに 1 兆円超の建
設費が必要とされる。それだけでなく政
府の地域への補助金支出などを加える
ともっと巨額である。そして使用済燃料
の処理費用、原発廃炉の後の放射能
汚染の処理費用は含まれていない。電
力会社にとっては政府の支援なしには
原発の建設は不可能である。 

再生可能エネルギー利用者にも負担を強制 

原発再稼働のための「安全対策費」を公的支援
へへ

7/23 集会主催者挨拶 

会場には３８０人 

デモ行進は 400 人 

高浜１号 GATE 前 

7/28 高浜１号前抗議集会 

熱暑の中でも元気 

広島・長崎被爆から７８年 世界から核兵器の廃絶をめざして闘おう 



 ２３年版防衛白書 安保３文書を反映(朝日 7/28) 

 ７月２８日に防衛省は「２３年版防衛白書」を公表した。

白書では昨年１２月に政府が決定した「安保関連３文書」

の内容を反映し、中国の動きを「これまでにない最大の戦

略的挑戦」と評価した。また日本の軍拡＝「敵基地攻撃

能力」「大幅な軍事費の拡大」の必要性を強調した。 

 万博工事「残業規制外に」協会が要望(朝日 7/28) 

 大阪で予定される万博では、建設予定の各国のパビリ

オンがまだ内容も、建築業者も決まらず、工事が始まって

いない。２０２４年には、５年間実施が猶予されていた建設

業界でも、時間外労働の規制が適用される。万博協会は

工事が進んでいない中で、その規制の例外として長時間

労働を続けることを要求した。とんでもない態度である。 

 万博建設費 ２度目の増額を検討(朝日 7/29) 

 万博の会場建設費は、当初は１２５０億円であったの

に。２０２０年に１．５倍の１８５０億円となっている。今回は

資材費や人件費の高騰（まだほとんど建設はされていな

い）を理由に増額しようとしている。会場建設費以外に道

路や地下鉄の延伸などの費用は別枠で実施されている。 

 武器輸出制限緩和へ与党の中間報告(朝日 8/1) 

 戦前の経済の軍国主義化の反省に立って、武器輸出

を原則的に禁止してきた。安倍政権によって「防衛装備

移転３原則」として緩和されたが、「紛争当事国への輸出

禁止」「殺傷能力のある武器の輸出禁止」は残っている。 

 今回の自民＋公明の中間報告は、輸出可能な国を拡

大し、殺傷能力のある武器も輸出できるようにする。 

 スーチー氏減刑決定（３３年→２７年）(日経 8/2) 

 クーデターで政権を奪っているミャンマー国軍は、不当

に逮捕している民主化指導者スーチー氏等に「恩赦」とし

て減刑や釈放を行った。スーチー氏に対しては懲役３３年

を ６ 年 の 恩 赦 に す ぎ な い 。 民 主 派 の 挙 国 一 致 政 府

（NUG）は恩赦を認めず、首都を攻略することを呼びかけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「脱原発・放射能汚染を考える」 No296（2023/8/6） 

報告 7 /28  原発いらナイト in 宝塚 124 回目 

の参加した人もあり、７人で１５

０枚のチラシを配布しました。 

 老朽炉の高浜原発の再稼

動反対と、福島での汚染水の

海洋放出反対を訴えました。 

 「堺 平和のための戦争展」は、８月５日から２日間開か

れた。関西わだつみ会は、沖縄の元全学徒の会の「沖縄

を戦場にすることに断固反対する声明」を支持して展示を

行った。沖縄では１９４４年に１４歳以上の生徒が徴兵され

鉄血勤皇隊が組織され、米軍への自爆攻撃などが命じら

れ、半数以上の学徒が戦死した。元全学徒の会は、現在

報告 8/5-6 「堺 平和のための戦争展」 

案内 8/20 わだつみ会 8・15 集会（東京） 
   「アジア侵略の実態と日本の戦争責任」 
日時：２０２３年８月２０日（日） 

14：00～16：30 （13：30 OPEN） 
講師：森 正孝 さん（静岡大学教員） 

会場：日本教育会館（一ツ橋ホール） 

ZOOM 参加：８月１５日までに事務局アドレスにお名前と住

所を連絡ください。noborun2@amail.plala.or.jp 

◆ 参 加 申 し 込 み さ れ た 方 に は 、 ８ 月 １ ５ 日 ま で に

URL とパスワード、資料を送ります。 

中電・関電が中間貯蔵施設を上関に計画！ 

瀬戸内海の入口に核汚染施設はいらない！ 
 福井県知事は、４０年超えの老朽炉の再稼働について

は「中間貯蔵施設の候補地の提示が前提」と明言した。 

関電は約束を実現できず、２０２１年には「２３年末を期

限に取り組む」「計画地点を確定出来ない場合には、美

浜３号、高浜１，２号の運転はしない」と約束した。 

 フランスへのテスト搬出ではごまかせない 

 今年の６月に突如、関電は「使用済核燃料の一部を仏

国へ搬出」するので「約束が果された」と強弁。これに対

して県民、県議会、市町村議会では怒りの声が相次い

だ。福井県は「国に４項目の質問」を提出し、中間貯蔵

施設への搬出の確実な実行を確約することを求めている。 

 中国電力を巻き込んで、上関に中間貯蔵施設 

 政府は去年の４月に、福島県の原発災害被災地域に

おける「医療費等、減免措置」の見直しを方針決定し、

避難指示解除から１０年程度で減免措置を終了し、段

階的に支援を削減し廃止しようとしている。 

 「医療費等、減免措置」は、国策で進めた原発で重大

福島原発事故被害者の医療費減免の継続と 
「健康手帳」交付を求める署名にご協力を 

 ７月２８日に恒例のチラシ配布を行いました。高浜現地へ

沖縄で進められる戦争準備

に反対する運動を展開。わ

だつみ会はこの闘いを支援

して共に闘う。展示には２日

間で約１００人が参加された。 

MAIL: noborun2@amail.plala.or.jp 

事故が発生し、故郷を

奪われ、生業を奪われ

避難を強いられた被害

者に対して国が行うべき

最 低 限 の 「 補 償 」 で あ

り、被害者の権利であり

継 続 す べ き だ 。 「 健 康 手

帳」も交付すべきである。 

 ぜひ、署名に協力して

いこう。 

 署名用紙が必要な方

は、「脱原発」まで連絡

いただければ、メールで

お送りする。 

 関電は和歌山県の日高

地区で施設建設をめざし

て失敗。今回は中電が建

設をめざしている上関原発

の敷地に中間貯蔵施設の

建設が可能かを調査する。 

 南 海 大 地 震 の 危 険 も あ

り、建設は不可能ある。 

7/28 原発いらﾅｲﾄ 

8/5 わだつみ会展示
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